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　本地区は、名古屋市北東部の小牧市に位
置し、周囲は住宅地に面しています。
　本工事は、施工延長約270mのブロック
積護岸工と現場打ちの底版コンクリート、
橋梁工 1基、伏越工 1箇所、暫定取付工 1
箇所、階段工 2箇所を、R3年度からR5年
度にかけて施工する国債工事です。
　また、本工事は、河川（薬師川）との共
用区間での施工のため、工区の上流側で仮
締切し、常時排水は水中ポンプで他の河川
に強制排水し、出水時は現場内を流下させ
る計画として水路を改修しています。
　このため、ある程度の雨が降ると河川が増水し、水中ポンプの能力を超えて仮締切を越流し、現
場が水没することも何度かありました。また、当現場周辺で雨が降らなくても、上流区域にまとまっ
た雨が降ると河川が増水し、越流しそうになったことも何度かあり、常に天気予報を考慮して作業
を進めてきました。
　工事現場は、住宅地に近接しており、生活道路を工事用道路として使用しているため、工事に伴
う振動・騒音・粉塵や工事用車両の通行に対して細心の注意を払うと共に、近隣住民とのコミュニ
ケーションを大切にし、ご理解いただける様に積極的に努めてきました。
　本工事は令和 4年 2月末時点で、R4年 5月までの第 1工区（水路延長183m）分の水路工事が 7
割ほど完了し、通水再開に向け、現在、奮闘努力しています。今後も、安全と第三者優先を第一に、
無事故・無災害で竣工できるように、一生懸命頑張っていきます。

新濃尾（二期）農地防災事業
新木津用水路小牧東田中工区

（その2）改修工事

監督職員

（写真右） 前東海農政局新濃尾農地防災事業所

企画官　星　　葉子
（ 4月 1日より土地改良技術事務所専門技術指導官）

現場代理人

（写真左） 株式会社熊谷組

小牧東田中作業所 中村　竜哉

監督職員からのエール

　本工事は、新濃尾農地防災事業の新木津用水路のうち、一級河川薬師川との共用区間におけ
る河川改修事業との共同工事として実施するものです。本工事は河川内工事であるため、河
川協議上、高水位までの河川内工事期間が11月から翌年 3月に制限されており、ブロック積水
路だけでなく、橋梁の架け替えや伏せ越し工等もあり、工程管理の難しい現場となっています。
　また、住宅地が非常に近く、近隣住民の生活道路となっている堤防道路を掘削して工事を
行うため、近隣住民への細やかな配慮や丁寧な説明が不可欠な現場でもあります。
　このような状況の中、監理技術者兼現場代理人の中村所長は、監督職員との連絡を密に取
りながら、現場内や近隣住民への対応に奔走されており、難しい局面であっても前向きに対
処されている姿は頼もしい限りです。本工事は、令和 5年 5月までの国債工事であるため、
あと 1年ほどありますが、無事故無災害で工事完了の日が迎えられるよう最後までよろしく
お願いします。
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軟
弱
土
砂
改
良
技
術
と
の
違
い

　
泥
土
の
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
泥
土
の
性
状
お
よ
び
用

途
に
応
じ
た
要
求
品
質
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
生
活
環

境
に
対
す
る
影
響
等
も
検
討
し
、
目
的
に
あ
っ
た
適
切
な

処
理
方
法
を
選
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
泥
土
の
分
類

か
ら
処
理
方
法
や
処
理
技
術
、
要
求
品
質
に
適
合
す
る
固

化
材
を
選
定
し
ま
す

が
、
固
化
材
を
た
だ

混
ぜ
る
だ
け
で
は
、

均
一
な
品
質
は
担
保

で
き
ず
、
一
番
重
要

な
の
は
混
ぜ
る
技
術

と
な
り
ま
す
。
図
2

に
泥
土
処
理
技
術
の

位
置
付
け
を
示
し
ま

す
。
軟
弱
土
砂
の
改

良
で
使
用
さ
れ
て
い

る
自
走
式
土
質
改
良

機
で
は
、
高
含
水
状

態
の
土
砂
は
直
接
扱

う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
原
泥
の
含
水

比
低
下
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
一
次
処
理
と
し
て
の
含
水
比
管
理
の
形

式
化
は
難
し
く
、
適
切
な
処
理
方
法
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

一
方
、
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
建
設
汚
泥
の
含
水

比
状
態
に
応
じ
て
品
質
を
安
定
し
て
管
理
が
で
き
、
大
量

か
つ
連
続
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
処
理
施
設

は
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
す
ぐ
に
調
達

で
き
る
体
制
に
あ
り
、
ま
た
、
移
動
式
の
プ
ラ
ン
ト
で
す

の
で
全
国
各
地
に
設
置
可
能
で
す
。
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新
た
な
事
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展
開

　
現
在
、
た
め
池
は
全
国
に
約
一
七
万
箇
所
存
在
し
て
い

ま
す
が
、
農
林
水
産
省
で
は
、
近
年
の
地
震
な
ら
び
に
豪

雨
に
よ
る
被
災
も
踏
ま
え
て
、
地
震
や
豪
雨
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
、
万
一
の
決
壊
時
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
高
い
た
め

池
を
優
先
し
て
、
農
業
農
村
整
備
事
業
等
で
た
め
池
の
防

災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む
と
と
と
も
に
、
既
存
ダ
ム
に

つ
い
て
も
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
洪
水
調
節
機
能
の
付
与
や
土
砂
の
堆
砂
等
で
損
な
わ

れ
た
機
能
の
回
復
に
よ
る
災
害
防
止
等
に
お
い
て
は
浚
渫

が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
た
め
池
や
既
存
ダ
ム
に
堆
積
し

て
い
る
土
砂
は
原
則
と
し
て
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
工
事
費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら

再
生
利
用
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
津
波
堆
積
土
や
河

川
氾
濫
や
土
石
流
等
で
発
生
し
た
高
含
水
土
砂
に
つ
い
て

も
復
旧
・
復
興
事
業
に
お
い
て
再
生
利
用
す
る
事
例
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
建
設
汚
泥
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
浚
渫
土
砂
や
災
害
堆
積
土
砂
等
の
高
含
水
土

砂
に
つ
い
て
も
適
用
可
能
な
技
術
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、利
用
用
途
の
拡
大
に
向
け
て
進
化
し
た
「
ネ
オ
・
イ
ー

キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
」
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
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お
わ
り
に

　
弊
社
は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、
建
設

副
産
物
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
固
有
の
性
状
を
把
握
し

た
上
で
、環
境
負
荷
低
減
と
な
る
最
適
な
再
資
源
化
技
術
・

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
質
」
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
所
存

で
す
。

写真 1　泥土処理状況

図 2　泥土処理技術の位置付け
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